
美
馬
市
山
川
町
の
養
蚕
農
家
、
猪
口
家
を

知
っ
た
の
は
偶
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
以
前
か

ら
気
に
な
る
桑
畑
が
あ
っ
て
、
あ
る
日
思
い

立
って
そ
の
持
ち
主
を
探
し
て
訪
ね
て
み
た
。

そ
れ
が
猪
口
家
だ
っ
た
。
そ
こ
で
徳
島
の
養

蚕
が
今
年
で
終
わ
り
に
な
る
こ
と
を
知
った
。

農
協
か
ら
農
家
に
対
し
て
終
了
が
告
知
さ
れ

た
の
が
5
月
。
私
が
訪
れ
た
の
は
8
月
上
旬

で
、
年
3
回
あ
る
飼
育
の
2
回
目
が
す
で
に

終
わ
って
いた
。
残
る
は「
晩
秋
蚕(

ば
ん
し
ゅ

う
さ
ん)

」
と
い
う
9
月
の
飼
育
1
回
だ
け
で

あ
る
。
無
理
に
お
願
い
し
て
密
着
取
材
さ
せ

て
も
ら
った
。

前
号
で
紹
介
し
た
稚
蚕
飼
育
所
で
2
齢
幼

虫
の
終
わ
り
ま
で
育
て
ら
れ
た
蚕
が
、農
家
に

届
け
ら
れ
た
の
は
孵
化
か
ら
7
日
目
の
こ
と

だ
っ
た
。
幼
虫
は
そ
の
日
の
う
ち
に
脱
皮
し

て
3
齢
に
な
る
。
そ
の
あ
と
も
2
回
脱
皮
し
、

孵
化
か
ら
だ
いた
い24
日
目
に
繭
を
作
る
。

猪
口
家
の
養
蚕
の
特
徴
は
、
部
分
的
に
で

は
あ
る
が
古
い時
代
の
道
具
を
使
って
いる
こ

と
だ
。
縄
網
や
藁
蔟
は
民
俗
資
料
館
な
ど
で

展
示
品
と
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
道

具
は
使
わ
れ
て
い
る
と
き
に
こ
そ
輝
い
て
見
え

る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、こ
こ
で
紹
介
し

た
道
具
と
仕
事
は
、
も
う
徳
島
県
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
いの
で
あ
る
。

農
家
か
ら
出
荷
さ
れ
た
繭
は
製
糸
工
場
で

「
生
糸(

き
い
と)

」
に
加
工
さ
れ
る
。
生
糸
と

は
繭
を
ほ
ど
い
て
繊
維
を
一
定
の
太
さ
に
揃

え
た
も
の
で
、
糸
の
原
料
で
あ
る
。
生
糸
を

糸
に
す
る
に
は
、「
精
練
」と
いって
表
面
の
蛋

白
質
を
取
り
除
いた
り
、「
撚
糸
」と
いって
糸

に
ヨ
リ
を
掛
け
た
り
、
染
色
す
る
行
程
が
必

要
と
な
る
。
そ
う
し
て
出
来
た
絹
糸
を
織
っ

て
や
っ
と
絹
織
物
に
な
る
。
和
服
1
着
分
の

布
を
作
る
に
は
、
約
98
㎏
の
桑
葉
が
必
要
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
意
外
に
少
な
い
原

料
と
言
え
る
の
で
は
な
いだ
ろ
う
か
。

徳
島
は
関
西
で
は
有
数
の
養
蚕
県
だ
った
。

鴨
島
に
は
筒
井
製
糸
や
片
倉
製
糸
の
大
工
場

が
あ
って
繁
栄
し
た
が
、
い
ま
で
は
そ
の
面
影

を
探
す
の
は
む
ず
か
し
い。
今
年
徳
島
で
作

ら
れ
た
繭
は
、
長
野
県
の
宮
坂
製
糸
と
い
う

製
糸
会
社
に
出
荷
さ
れ
た
。
繭
を
煮
な
い
で
、

中
の
サ
ナ
ギ
が
生
き
た
ま
ま
繰
り
糸
す
る
技

術
を
持
っ
た
工
場
だ
。
国
内
に
は
も
う
製
糸

会
社
は
4
社
し
か
な
く
、
関
西
に
は
な
い。

四
国
で
最
後
ま
で
製
糸
を
続
け
た
の
は
、

高
知
県
の
藤
村
製
糸
で
あ
る
。
大
量
の
繭
を

扱
う
に
は
、蚕
が
蛾
に
な
ら
な
いよ
う
に
高
温

で
サ
ナ
ギ
を
ミ
イ
ラ
化
さ
せ
る
「
乾
繭
」
と
い

う
行
程
が
必
要
と
な
る
。
乾
繭
さ
せ
れ
ば
繭

は
倉
庫
で
保
管
が
き
く
よ
う
に
な
る
。
美
馬

市
山
川
町
に
は
藤
村
製
糸
の
乾
繭
工
場
が

残
っ
て
い
る
。
養
蚕
王
国
だ
っ
た
徳
島
の
姿

を
伝
え
る
貴
重
な
産
業
遺
跡
だ
。

▲生糸
揚返し機から外した生糸。こ
の糸の単位を「綛(かせ)」とい
う。生糸は触るとひんやりと
していて、シュッシュッという
音がする。「絹鳴(きぬなり)」
という生糸独特の音だ。今、
日本国内で売られている絹製
品のうち、国産の繭の使用比
率は 0.5%程度しかない。

▲揚返し機
繰糸機によって繭からほどか
れた生糸を一度やわらかく巻
き直して扱いやすくする。この
行程を「揚返し(あげかえし)」
という。生糸製造の最終工程
だ。繰糸機や揚返し機は、美
馬市の蚕糸記念館で見ること
ができる。

▲藁蔟(わらまぶし)
徳島では「こあら」とも呼ぶ。回
転簇が登場する以前の時代に
使われていた古い形式の蔟。猪
口家では、予定より早く繭を作
り始めてしまった蚕を藁蔟に移
しておく。藁蔟を使うと、動き
回らずにすぐにその場所で繭を
作り出すという。

▲出荷の朝
回転簇から外して、床に拡げて
おいた繭を袋詰めする。繭は
呼吸をしているので積み重ねる
と蒸れてしまうのだ。
このとき不良品を選別する。
今年は飼育期間が好天に恵ま
れ例年にない上作で、不良繭
が少なかった。

▲回転簇(かいてんぞく)
「回転簇」という紙枠に移され
た蚕は、繭を作る場所を探しな
がら上へ上へと移動する。1区
画に2頭の幼虫が入ってしまう
と「玉繭」という不良品になる。
蚕が上へ集まるとその重みで回
転し、蚕が一箇所に集まるのを
防ぐ仕組みだ。

▲5齢幼虫
蚕の1~3齢を「稚蚕(ちさん)」、
4~5 齢を「壮蚕(そうさn)」と呼
ぶ。この写真は繭を作る2日前
くらいの様子だ。蚕は紀元前
から家畜として改良されてきた
ので自然の環境では生きられ
ない。養蚕がなくなれば蚕の
姿も見られなくなる。

▲条桑育(じょうそういく)
昭和 35 年ごろから始まった
枝ごと給餌する飼育方法。
そのころから、安い外国産繭
や化学繊維に対抗するため、
養蚕の機械化、大規模化が
模索された。しかし徳島で最
後まで営農できたのは人力に
頼った小規模な養蚕だった。

▲検定用自動繰糸機
繭は製糸工場へ出荷されると
同時に検定所へもサンプルが
送られる。検定所には製糸を
シミュレーションする繰糸機
があって、繭のほどけやすさ
を調べる。これによって繭の
等級が決まり、農家からの買
い取り価格が決まったのだ。

▲乾繭工場内部の様子
工場の見回りに来た藤村製糸
の会社の人に頼んで工場内を
見せてもらった。内部はよく
残っている。見モノは、この
「多段バンド型移動式繭乾燥
機」家ほどもある大きさの機械
だ。あまりの大きさのため、繭
投入口は2階にある。

▲藤村製糸乾繭工場
敷地は川田駅のすぐ横なの
で、汽車の窓からよく見える。
1923 年にグンゼが建てた工
場で、1958年に藤村製糸が
買い取って、2005 年まで操
業した。木造の外観は建築当
初のまま。木造大架構建築と
しても凄い迫力がある。

▲桑の取り入れ
よい繭を作る最も重要な要素
は良い桑葉を作ること。
50年以上、養蚕を専業として
きた猪口さんは「蚕のコトバが
わかる」「蚕のことなら目をつ
ぶってもできる」と言うほどの
養蚕のプロだ。
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猪
口
家
の
養
蚕

■猪口家の上蔟(じょうぞく)
繭作りの準備が整った蚕を「蔟(まぶし)」と
呼ばれる紙の枠に移す。この作業を「上蔟」
という。数万頭の幼虫が半日~1日のあいだ
にいっせいに繭作りの体勢になる。作業が
遅れると、飼育台で繭を作り始めてしまうの
で一刻を争う作業だ。
猪口家では上蔟のときだけ、「縄網」という昔
ながらの手製の網を使用する。現代ではほ
とんど使われなくなった養蚕用具だ。

▲選繭台(せんけんだい)
農協の集荷場へと運ばれた繭
は、計量され、製糸会社の袋に
詰め替えられる。このとき再び
選繭台で不良繭を選別する。
山川農協管轄の養蚕農家は2
軒。最後の繭は、特別なセレモ
ニーもなく、数人に見送られて
静かに出荷された。

徳
島
県
の
製
糸


